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本研究ではこれまで，農産物の様な立体形状を持つ生体を対象とする３次元形状大気圧プラズ

マの生成を目的として，水－誘電体多層電極を用いた大気圧プラズマの生成と特性の評価を行っ

てきた．水－誘電体多層電極を用いた放電では，電極

内に内包した水の誘電率の温度依存性が放電の均一

化に寄与することで、複雑形状の電極でも比較的均一

なプラズマを生成することが出来る。立体形状を持つ

電極を利用して大気圧までの広い圧力範囲での３次

元形状プラズマの生成が可能であることから、減圧を

嫌う農産物などの立体形状表面へのプラズマの均一

照射が可能となり、プラズマ殺菌への応用が期待でき

る。具体的な農産物を対象としてプラズマ照射を行い、

殺菌の効果について評価を行った。 

実験では，釣鐘型のホウケイ酸ガラス製二重容器を

放電電極として用い、容器内部にプラズマを生成して

対象物への照射を行った（Fig.1）．水を封入したガラ

ス製二重容器上部のガス導入用ガラス管（外径 6～

7mm）の中心に棒状電極を，二重容器外面に外部電極

を設置し、二重容器内に Ar ガス（3L/min）を流入さ

せた後，両電極間に交流高電圧（f=10kHz, V=10kVp-p）

を印加してプラズマを生成した（Fig.2）。二重容器の

内側に対象物である農産物を設置してプラズマ処理

を行い、表面に存在する一般生菌の殺菌特性を評価し

た結果，15 分の Ar プラズマ照射によって 96%程度の

殺菌効率を示した。また，表面での栄養素を評価した

結果，照射前後での有意な差異は観測されなかった． 

本研究の一部は，「農林水産省 農林水産業・食品

産業科学技術研究推進事業」の助成を受け遂行された． 
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Fig.1 Experimental setup 

 
Fig.2  Typical image of irradiated object 
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